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洲本市安乎町,19,4.VⅢ、1946,16,6.VⅢ、1946

夏の間、池の周辺によく見られる。

27．チョウトンボRhyothemisfuliginosaSelys

洲本市安乎町,1619,26.m．1946

7～8月、普通種であるが、最近は少なくなったようである。

筆者が現在標本を所有しているのは、上記の27種であるが、これ以外に、オツネントンボ、

コオニヤンマ、コフキトンボなどを採集した記憶がある。

また、植村利夫氏は淡路島で採集したトンボ類を7種記録されているが、そのうち筆者が採集

していないのは、オオアオイトトンボだけである。

なお津守・正木両氏が記録された16種中、筆者が採集していないのは、ハラボソトンポ、ト

ラフトンポ、マダラナニワトンボ、オナガサナエ、コオニヤンマ、ミヤマサナエ、ミヤマカワト

ンボであるが、このうち、.ハラポソトンポ、マダラナニワトンボ、ミヤマサナエ、ミヤマカワト

ンポの記録については、再検討の必要があると思う。
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淡路島でミヤマカラスアケハ夏型を採集

淡路島でのミヤマカラスアケハPapiliomaackiitutanusの記録は、これまで

に藤平明氏が南淡町黒岩で採集された春型の16のみであったが、本年9月に夏型を採集したの

で報告する。

1．19，1973年9月15日，洲本市由良町で由良中学校2年生の筌場幸一君が、運動

場で右前翅を拾った。

2．16，1973年9月23日，洲本市安乎町で、ヒガンパナに飛来したものを筆者が採

集した。

なお、標本はいずれも鐙者が保存している。 （堀田久）
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